
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

過
疎
地
域
（
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十

五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
過
疎
地
域
を
い
う
。）の
自
立
促
進
に

関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

平成™™年š月š˜日 水曜日 (号外第��号)官 報

第
四
条
の
見
出
し
中
「
人
口
等
」
を
「
財
政
力
指
数
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第

二
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

２

昭
和
三
十
五
年
十
月
二
日
以
降
に
お
け
る
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又

は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い
て
、
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
法

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、

当
該
算
定
の
基
礎
と
な
る
当
該
市
町
村
の
昭
和
三
十
五
年
の
人
口
、
昭
和
四
十
五
年
の
人
口
又
は
平
成
七
年
の
人

口
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
年
又
は
当
該
年
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五
年
以
前
に
お

い
て
最
近
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
の
算
定
方
法
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の
区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

当
該
廃
置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
以
外
の

区
域
に
係
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
を
当
該
廃
置
分
合
前
の
市
町
村
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
に
よ
り
当
該
市
町
村
の
区
域
と

な
っ
た
区
域
に
係
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
を
当
該
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
区
域
に
係
る
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
る
人
口
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

四

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界
変
更
に
よ
り
他
の
市
町
村
の
区
域
と

な
っ
た
区
域
に
係
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
を
当
該
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
区
域
に
係
る
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
る
人
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
十
五
条
第
九
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
十
五
条
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一

条
と
し
、
第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
情
報
通
信
技
術
利
用
事
業
）

第
十
条

法
第
三
十
条
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
事
業
と
す
る
。

一

電
話
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
業
務
で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

商
品
、
権
利
若
し
く
は
役
務
に
関
す
る
説
明
若
し
く
は
相
談
又
は
商
品
若
し
く
は
権
利
の
売
買
契
約
若
し

く
は
役
務
を
有
償
で
提
供
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
申
込
み
、
申
込
み
の
受
付
若
し
く
は
締
結
若
し
く
は
こ
れ

ら
の
契
約
の
申
込
み
若
し
く
は
締
結
の
勧
誘
の
業
務

ロ

新
商
品
の
開
発
、
販
売
計
画
の
作
成
等
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
す
る
市
場
等
に
関
す
る
調
査

の
業
務

二

前
号
の
業
務
に
付
随
し
て
行
う
業
務
で
あ
っ
て
、
当
該
業
務
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
整
理
又
は
分
析
の
業

務

（
国
有
財
産
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
有
財
産
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
二
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
る
。

（
内
閣
府
に
お
い
て
経
費
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
等
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

内
閣
府
に
お
い
て
経
費
の
配
分
計
画
に
関
す
る
事
務
を
行
う
事
業
等
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令

第
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
十
項
」
を
「
第
十
五
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

（
総
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
第
二
項
の
表
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
則
第
十
五
条
第
三
項
中
「
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
二

条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
平
成
九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
」
と
、「
第
二
条

第
一
項
第
一
号
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
本
文
」と
、「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
」
と
、
前
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
及

び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は

「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、「
昭
和
四
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
五

十
五
年
」
と
、「
平
成
七
年
の
人
口
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
年
又
は
当
該
年
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年

若
し
く
は
三
十
五
年
以
前
に
お
い
て
最
近
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）」と
あ
る
の
は
「
平
成
十
七
年
の

人
口
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
四
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
十
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
十
五
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
十
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
小
学
校
若
し

く
は
中
学
校
又
は
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
中
学
校
を
適
正
な
規
模
に
す
る
た
め

の
統
合
に
伴
い
必
要
と
な
っ
た
」
を
「
中
学
校
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

八

市
町
村
立
の
幼
稚
園

第
六
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

法
第
十
二
条
第
一
項
第
十
七
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
公
用
又
は
公
共
用
に
供

す
る
も
の
（
地
方
財
政
法
施
行
令
第
三
十
七
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
公
営
企
業
に
係
る
も

の
を
除
く
。）と
す
る
。

一

太
陽
光
を
電
気
に
変
換
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

二

風
力
を
発
電
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

三

水
力
を
発
電
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

四

地
熱
を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

五

太
陽
熱
を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

六

大
気
中
の
熱
そ
の
他
の
自
然
界
に
存
す
る
熱
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ

の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

七

バ
イ
オ
マ
ス
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原

料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
二
十
二
号
）
第
四
条
第
七
号

に
規
定
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
熱
源
と
す
る
熱

を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

八

バ
イ
オ
マ
ス
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
製
造
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

第
八
条
第
二
項
及
び
第
四
項
中
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。
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